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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
に
つ
い
て
は
以

前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
乳
幼
児
に
多
い

嘔
吐
下
痢
症
で
す
。
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

2
0
1
1
年
11
月
に「
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
」が
、

2
0
1
2
年
1
月
に「
ロ
タ
テ
ッ
ク
」が
承

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
…
ど
ち
ら
を
接

種
す
べ
き
で
し
ょ
う
…
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
飲
む
タ
イ
プ

の
生
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
生
後

6
週
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
は
遅
く
と
も
生
後
20
週

ま
で
に
1
回
目
を
接
種
し
、
4
週
間
隔

で
2
回
接
種
し
ま
す
。
ロ
タ
テ
ッ
ク
は
遅

く
と
も
生
後
24
週
ま
で
に
1
回
目
を
接

種
し
、
4
週
間
隔
で
3
回
接
種
し
ま
す
。

ま
た
、
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
は
接
種
後
10
分
以

内
に
嘔
吐
し
た
場
合
は
再
接
種
で
き
ま
す

が
、
ロ
タ
テ
ッ
ク
は
再
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
は
1
0
0
種
類
以
上

の
血
清
型
が
あ
り
、
抗
体
が
で
き
ず
何
度

も
感
染
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
は

Ｐ
型
と
Ｇ
型
に
分
類
さ
れ
、
世
界
分
布
は

Ｐ
型
で
は
Ｐ
８
型
が
、 

Ｇ
型
で
は
Ｇ
１
・Ｇ

２
・Ｇ
３
・Ｇ
４
・Ｇ
８
・Ｇ
９
型
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
は
、
一
番
流
行
し

て
重
症
化
し
や
す
い
Ｐ
8
型
1
種
類
を
弱

毒
化
し
た
1
価
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
交
差
免

疫（
※
）に
よ
っ
て
ほ
か
の
種
類
の
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
に
も
有
効
で
す
。
ロ
タ
テ
ッ
ク
は
、Ｐ
8

型
を
含
む
Ｇ
１
・Ｇ
２
・Ｇ
３
・Ｇ
４
型
の
5

種
類
を
弱
毒
化
し
た
5
価
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
両
者
と
も
嘔
吐
下
痢
症
の
重

症
例
を
約
90
%
以
上
減
ら
す
な
ど
、
ほ
ぼ

同
じ
効
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
安
全
性
は
高
く
、
W
H
O

（
世
界
保
健
機
関
）は
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
を
子
ど
も
の
最
重
要
ワ
ク
チ
ン
の
ひ

と
つ
に
指
定
し
ま
し
た
。
ロ
タ
シ
ー
ル
ド

（
初
代
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
）は
、
副

作
用
で
あ
る
腸
重
積
症
の
報
告
が
増
加

し
、
発
売
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
接
種

時
期
が
決
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
ワ
ク
チ
ン

で
は
、
今
の
と
こ
ろ
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
に
は
易
刺
激
性
と
い
う

副
反
応
が
あ
り
、
刺
激
に
敏
感
に
な
る

な
ど
機
嫌
が
悪
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ロ
タ
テ
ッ
ク
は
国
内
で
は
ま
だ
報
告

が
な
い
よ
う
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
嘔
吐
や

下
痢
な
ど
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。
吐
瀉
物

や
糞
便
中
の
生
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
水
平
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
も
手
洗
い
、
う
が
い
な

ど
感
染
対
策
も
大
切
で
す
。

「
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
」も「
ロ
タ
テ
ッ
ク
」も

細
か
い
と
こ
ろ
で
一
長
一
短
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
決
定
的
な
欠
点
は
な
い
よ
う
で

す
が
、
ど
ち
ら
か
し
か
採
用
し
て
い
な
い

病
院
も
あ
り
、
選
択
で
き
る
ケ
ー
ス
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
　
交
差
免
疫
：
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、

似
た
ウ
イ
ル
ス
に
も
予
防
効
果
を

示
す
こ
と
。

（
長
田
区
　
ふ
れ
あ
い
薬
局
板
宿

原
　
克
樹
）

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

コンテナ船の導入以前、港湾における
荷役は艀と呼ばれる貨物船がその役割をに
なっていました。その多くは推進力を持た
ず、タグボートに曳かれて移動します。艀
には居住スペースがあり、波の上の生活を
送る家族も多くありました。
昭和39年頃の神戸港には約1800隻の
艀があり、船の上で暮らす家庭も約600
世帯あったそうです。
艀の小中学生は週日を市立水上児童寮
で暮らし、親もとで過ごすのは週末だけ。
筆者もそういった暮らしを送った一人でした。
昭和24年頃、故郷を離れ、艀で暮らすこ
とになった筆者の目に映ったさまざまな光景
がこの本の中に描かれます。
終戦直後の神戸港内には撃沈された船
が257隻沈んでいました。引き上げられた
沈没船に残された遺骨を供養する復員兵。
こわごわ指の間からのぞく子どもの目に映る

白いしゃれこうべ。
外国船の船員が投
げてくれるネーブル
オレンジやガム。
日々の仕事・冬の朝・銭湯・雨の日・地蔵
盆・台風・年越し、そして弟や妹たちの誕
生、母親の入院など、喜びと悲しみをとり
まぜた戦後まもない時代がそこにあります。
父親の定年後、一家も陸の上での生活

を送るようになります。そして時代が21世
紀に入ろうかという頃、息子の結婚式場の
下見で筆者がモザイクを訪れると、そこから
あの懐かしい場所が見えます。しかし、そこ
に艀溜まりは無く、ポートタワー西側の埋立
地の公園になっていました。
親のいいつけで結婚。艀の住人となり、
苦労しながら著者を筆頭に6人の子どもを
育てあげた母親。その生涯を記録に残すた
め書き上げられた一冊です。

『水上の家族』 （私家版）澤文子  著
接
種
時
期
と
回
数

ワ
ク
チ
ン
の
型
と
有
効
性

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

にやく はしけ

と
し
ゃ
ぶ
つ
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